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概要
川崎医療短期大学臨床検査科在学中の学生を対象として，客観的な眠気度測定法である客観的に眠気を計測する MSLT




















学生を対象として， MSLT(Multiple Sleep Latency 
































↑記録開始 ↑ a波消失 30秒




図 1 MSLT(Multiple Sleep Latency Test)を用いた睡眠潜時の評価方法
また， MSLTの脳波記録の直前に，被験者の眠気の









士3分19秒， 13時の睡眠潜時は平均 5分 5秒土 2分
22秒， 15時の睡眠潜時は平均 4分37秒土 2分13秒，
17時の睡眠潜時は平均 6分56秒土 4分40秒であった
（図 2).
2. MSLTにおける 9時の睡眠潜時に比べ11時， 13
時， 15時， 17時の睡眠潜時は有意に短縮した (P<
0. 01). 
3. MSLTにおける11時の睡眠潜時に比べ13時， 15時
の睡眠潜時は有意に短縮した (13時： P<0.05, 15 
時； P<0.01).



















表 1 SSS (Stanford Sleepiness Scale) 
Stanford SIBBJ!iDBSS Scale 口
学籍番号
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